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神戸市では、平成７年の阪神・淡路大震災からの創造的復興の重要な取り組みの一つ

として、①雇用の確保と神戸経済の活性化、②先端医療技術の提供による市民福祉の向

上、③アジア諸国の医療水準の向上による国際貢献の３つの目的に掲げて、「医療産業都

市構想」を平成 10 年にスタートしました。	

神戸医療産業都市は、①理研・大学などの基礎研究産学連携拠点と、②中央市民病院

を中心とした高度専門病院群、③300 社超の医療関連企業群において、実効性の高い産学

官連携を実現し、国内最大級の「バイオメディカルクラスター」に成長を遂げました。	

神戸医療産業都市では、神戸市と神戸市が医療産業都市構想を進めるために設置した

外郭団体「（公財）先端医療振興財団」が中心となって、企業の皆様方の研究・開発・産

業化を支援しております。また、分野別の第一人者の方をお招きした特別講演と進出企

業の技術紹介からなる「クラスター交流会」を毎月開催しており、毎回 100 名～150 名程

度の参加者に好評をいただくなど、進出企業の皆様の人脈づくり、アカデミアとの連携、

最先端の知識の吸収などを支援しております。	

神戸医療産業都市では、クラスターを構成する基礎研究産学連携拠点、高度専門病院

群、医療関連企業の更なる集積をはかる一方で、積極的にクラスター内でのコラボレー

ションの活性化を図り、医療機器開発企業の事業化を支援することにより、これまで発

展してきました。今後も、「アジア No1 のバイオメディカルクラスター」の形成を目指し、

進出企業の皆様の事業化を支援してまいります。	

	

	

	

	

	

	

	

	

	


